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平成１８年９月１５日 

各  位 

Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命保険株式会社 

 

 

当社ディスクロージャー資料および決算プレスリリース資料の訂正について（お詫び） 

 

 

 

 Ｔ＆Ｄ保険グループのＴ＆Ｄフィナンシャル生命保険株式会社（社長：竹内 致夫）は、ディスクロ

ージャー資料「２００６ Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命の現状」および決算プレスリリース資料「平成１

８年３月期決算（案）のお知らせ」記載の数値に一部誤りがあり、全件チェックを行いました結果、別

紙のとおり誤りがございましたので、お詫び申し上げますとともに、謹んで訂正させていただきます。 

なお、貸借対照表および損益計算書の内容には変更はございません。 

  

 今後とも当社業務につきましてご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 

以上



 

別紙１ 

 

ディスクロージャー資料「2006 Ｔ＆Ｄフィナンシャル生命の現状」正誤表 

 

【該当箇所１】 

 ◆47 頁 Ⅴ－９ 有価証券等の時価情報（会社計） 

 （１）有価証券の時価情報 

   ②有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの） 

  

 ◆69頁 Ⅵ－5  有価証券等の時価情報（一般勘定） 

（１） 有価証券の時価情報 

  ②有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの） 

誤 正 

（単位:百万円）

平成17年度末 

差損益 区 分 
帳簿価額 時価 

 うち差益 うち差損

     

 合計    

 公社債 313,789 311,096 △2,693 600 △3,293

 株式    

 ･･･    

  

（単位:百万円）

平成17年度末 

差損益 区 分 
帳簿価額 時価 

 うち差益 うち差損

    

 合計   

 公社債 313,789 311,096 △2,693 588 △3,281

 株式   

 ･･･    

 

 

【該当箇所２】 

 ◆49頁  Ⅴ－９ 有価証券等の時価情報（会社計） 

２．取引の時価等に関する事項 

デリバティブ取引の契約額等、時価及び差損益 

③通貨関連 

 

 ◆71頁  Ⅵ－５ 有価証券等の時価情報（一般勘定） 

(3)デリバティブ取引の時価情報（ヘッジ会計適用・非適用の合算値） 

③通貨関連 

誤 正 

（単位：百万円）

当事業年度末（平成18年3月31日） 

取引の種類 
契約額等 

契約額等の 

うち1年超 
時価 差損益 

  買建   

   プット   

    （米ドル）   

 (2,159) (2,125) (1,203) (955)

  

（単位：百万円）

当事業年度末（平成18年3月31日） 

取引の種類 
契約額等

契約額等の 

うち1年超 
時価 差損益 

  買建  

   プット  

    （米ドル）  

 (2,159) (2,125) (1,203) (△955)

  

 

 

 

 



 

【該当箇所３】 

  58 頁  Ⅵ－３ 経理に関する指標等 

  （2）責任準備金明細表 

誤 正 

（単位：百万円）

区  分 平成16年度末 平成17年度末

危険準備金Ⅰ 1,598 3,712

危険準備金Ⅱ － －

危険準備金Ⅲ － 1,421
危険準備金 

小計 1,598 5,134

  

（単位：百万円）

区  分 平成16年度末 平成17年度末

危険準備金Ⅰ 1,598 2,989

危険準備金Ⅱ － －

危険準備金Ⅲ － 2,145
危険準備金

小計 1,598 5,134

  

 

 

【該当箇所４】 

  63 頁  Ⅵ－４ 資産運用に関する指標等 

  （3）運用利回り 

誤 正 

（単位：％）

区  分 平成 16年度 平成17年度 

一般勘定計  

 うち海外投融資 1.68 0.58

  

（単位：％）

区  分 平成 16年度 平成17年度 

一般勘定計  

うち海外投融資 1.68 1.30

  

  

 
【該当箇所５】 

  63 頁  Ⅵ－４ 資産運用に関する指標等 

  （4）主要資産の平均残高 

誤 正 

（単位：百万円）

区  分 平成 16年度 平成17年度 

一般勘定計  

 うち海外投融資 94,607 16,391

  

（単位：百万円）

区  分 平成 16年度 平成17年度 

一般勘定計  

うち海外投融資 94,607 45,143

  

 

 

【該当箇所６】 

  67 頁  Ⅵ－４ 資産運用に関する指標等 

  （26）不動産動産等処分損明細表 

誤 正 

（単位：百万円）

区  分 平成 16年度 平成17年度 

･･･  

そ  の  他 5 ―

合     計 565 35

  

（単位：百万円）

区  分 平成 16年度 平成17年度 

･･･  

そ  の  他 5 340

合     計 565 376 

 

 

 

 



 

【該当箇所７】 

  68 頁  Ⅵ－４ 資産運用に関する指標等 

  （29）海外投融資利回り 

誤 正 

平成16年度 平成17年度 

1.68％ 0.58％ 
  

平成 16年度 平成17年度 

1.68％ 1.30％ 
  

 

 

【該当箇所８】 

  68 頁  Ⅵ－４ 資産運用に関する指標等 

  （32）その他の資産明細表 

誤 正 

（単位：百万円）

 資産の種類 取得原価 
当期

増加額

当期 

減少額 

減価償却

累計額 
期末残高

ソフトウェア 21,595 8,667 3,464 5,146 21,651

その他   

平

成

17

年

度 合 計 21,791 8,669 3,466 5,148 21,846

 ※平成 16 年度その他資産の期末残高には、新金融安

定化基金160百万円を含む。 

（単位：百万円）

資産の種類 取得原価
当期

増加額

当期 

減少額 

減価償却 

累計額 
期末残高

ソフトウェア 2,159 866 346 514 2,165

その他   

平

成

17

年

度 合 計 2,356 869 348 516 2,360

 ※その他資産の期末残高には、新金融安定化基金160

百万円を含む。 

 



 

別紙２ 

 

 

決算プレスリリース資料「平成１８年３月期決算（案）のお知らせ」正誤表 

 

【該当箇所１】 

 ◆7頁  ５. 資産運用の実績（一般勘定） 

  （6）資産運用係わる諸効率 

   ①資産別運用利回り 

誤 正 

（単位：％）

区  分 
前事業年度 

自 平成１６年４月 １日 

至 平成１７年３月３１日 

当事業年度 
自 平成１７年４月 １日

至 平成１８年３月３１日

一般勘定計  

 うち海外投融資 1.68 0.58

  

（単位：％）

区  分 
前事業年度 

自 平成１６年４月 １日 

至 平成１７年３月３１日 

当事業年度 
自 平成１７年４月 １日

至 平成１８年３月３１日

一般勘定計  

うち海外投融資 1.68 1.30

  

  

【該当箇所２】 

 ◆8 頁 ５. 資産運用の実績（一般勘定） 

  （6）資産運用係わる諸効率 

    ③有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの） 

誤 正 

（単位:百万円）

当事業年度末 

（平成１８年３月３１日） 

差損益 
区 分 

帳簿価額 時価 

 うち差益 うち差損

     

 合計    

 公社債 313,789 311,096 △2,693 600 △3,293

 株式    

 ･･･    

  

（単位:百万円）

当事業年度末 

（平成１８年３月３１日） 

差損益 
区 分 

帳簿価額 時価 

 うち差益 うち差損

    

 合計   

 公社債 313,789 311,096 △2,693 588 △3,281

 株式   

 ･･･    

 

【該当箇所３】 

 ◆32頁  補足資料 ２．経理に関する指標 

  （2）責任準備金明細表 

誤 正 

（単位：百万円）

区  分 前事業年度末 

【平成１７年３月３１日】 
当事業年度末 

【平成１８年３月３１日】

危険準備金Ⅰ 1,598 3,712

危険準備金Ⅱ － －

危険準備金Ⅲ － 1,421
危険準備金 

小計 1,598 5,134

  

（単位：百万円）

区  分 前事業年度末 
【平成１７年３月３１日】 

当事業年度末 
【平成１８年３月３１日】

危険準備金Ⅰ 1,598 2,989

危険準備金Ⅱ － －

危険準備金Ⅲ － 2,145
危険準備金

小計 1,598 5,134

  

 

 

 

なお、上記危険準備金の誤表示については、「平成 1８年３月期 決算記者会見資料」の④準備金の欄

においても同様な数値の誤表示となっておりました。 



 

誤 正 

④準備金 

区  分 06年 3月末 

危険準備金 (百万円)

うち危険準備金Ⅰ (百万円) 3,712(2,114増)

うち危険準備金Ⅱ (百万円) － 

うち危険準備金Ⅲ (百万円) 1,421(    -    )

  

④準備金 

区  分 06年 3月末 

危険準備金 (百万円)

うち危険準備金Ⅰ (百万円) 2,989(1,390増)

うち危険準備金Ⅱ (百万円) －

うち危険準備金Ⅲ (百万円) 2,145(    -    )

  

 

 ◆45頁 補足資料 4．会社計（一般勘定・特別勘定） 

  （2）有価証券等の時価情報 

    ②有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外） 

     ・有価証券のうち時価のあるもの 

誤 正 

（単位:百万円）

当事業年度末 

（平成１８年３月３１日） 

差損益 
区 分 

帳簿価額 時価 

 うち差益 うち差損

     

 合計    

 公社債 313,789 311,096 △2,693 600 △3,293

 株式    

 ･･･    

  

（単位:百万円）

当事業年度末 

（平成１８年３月３１日） 

差損益 
区 分 

帳簿価額 時価 

 うち差益 うち差損

    

 合計   

 公社債 313,789 311,096 △2,693 588 △3,281

 株式   

 ･･･    

 


